
地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸＡ
の管理用の識別子
見えるor見えない番号

医療機関Aの患者ID
見える番号

薬局Bの患者ID
見える番号

介護事業者Cの利用者ID
見える番号

キーとなる識別子
見えない電磁的符号

地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸＢ
の管理用の識別子
見えるor見えない番号

地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸＣ
の管理用の識別子
見えるor見えない番号

各ネットワークの管理用の識別子
と医療連携用の識別子をシステム
で１対１で対応させて管理

支払基金(医療保険)
の機関別符号

見えない電磁的符号

支払基金・国保中央会
の中で１対１で管理

各施設の患者IDと地域医療ネット
ワークの管理用の識別子を１対１
で対応させて管理

医療保険資格の番号と医療連携で用いる識別子のイメージ

仮に、医療保険資格の番号と医療連携で用いる識別子を、医療等分野のキーとなる識別子からそれぞれ生成した場合

医療現場ではマイナンバーを用いない

地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸＡ
の管理用の識別子
見えるor見えない番号

例えば、地域医療ネットワークでの情報連携のイメージ

医療連携用の識別子
見えない電磁的符号

医療連携用の識別子
見えない電磁的符号

医療保険資格の番号
見える番号

保険者を異動しても変わらない見える番号。
従来の被保険者番号に代えて、保険資格の
確認やレセプト請求等に用いることを想定。

資料１－３

※議論のための素材の１つ


